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１．要約 
僕は、市販されているキーボードより、より使いやすく、より奇抜なアイデアのキーボ

ードを制作することを研究のテーマとしている。今回はその初期研究について報告する。 

 
キーワード キーボード、キーストローク、キーピッチ

 
２．研究の背景と目的  

私は 2007年からコンピュータを使い始 

めて今年で 10 年になる。最初のうちはた

だパソコンを使っていただけだったが、次

第にパソコンの能力や周辺機器に対して感

じる不満が増えるようになった。コンピュ

ータの長い歴史の中でディスプレイ、マウ

ス、そしてプロッセッサは進化しているの

に対し、キーボードはあまり進化を遂げて

いないように感じた。この点から、キーボ

ードには今後進化の余地が残されているの

ではないかと考えた。そこで今回は、キー

トップに文字を投影するようなタイプのキ

ーボードを作成しようと考えた。 

 
図 1 実際のキーボード 

 
３. 研究内容 

今回 Blenderを使用し、キーボードのキ

ートップを作成することにした。なお、今

回は現在使っている Mac Book Pro Retina 

(13-inch Early 2015)のキーボードをベー

スに作成することにした。キーピッ 

 

チは 19 ミリ、キーストロークは 2 ミリと

なっているため、それに合わせて Blender

で作成した。 

 
図 2 Blender で作成したモデル  

 

４. 今後の課題 

 今回私は、試験的にキーボードのモ

デルを作成し、キートップに文字を入

力したが、最終的にはキートップに文

字をプリントしない形式のキーボード

を作成したいと考えている。現在はキ

ーボード状のマットを作成しその上に

文字をプロジェクターで投影するよう

なものを考えている。または 1つ 1つの

キーに液晶を採用し、ユーザーが好み

のキー配列に並べかえられるようなも

のを作成したいと考えている。例え

ば、現在製品として売り出されている

キーボードでは購入した状態からキー

にプリントされている文字を変更する

ことはできない。極端だがスペースキ

ーにデリートを割り当てようとした時

ソフトウェア的には変更することが可 



 

 

能だが、キーにプリントされている文字ま

で変更することができないため使いづらさ

が生じる。しかし、私のアイデアを用いた

キーボードを作成することができたなら

ば、常にプリントされている文字と自分が

割り当てたキーを一致させることができ

る。 

そのためにまずは作成した 3Dデータ 

を印刷しパソコンで認識できる回路とプロ

グラムを作成する必要があると考えてい

る。また、作成するキーボードのキーにど

のような素材を適用するかどのような仕組

みで文字を映し出せるようにするかも考え

る必要がある。 

 
図 3 Blenderでの編集作業中 

 

５．参考 URL 
[1]http://pc-

pier.com/blog/2016/02/05/keyboard  

[2]http://grafz.net/c_article_d013.html 

[3]http://kato-h.cocolog-

nifty.com/khweblog/2016/02/arduino-

micro-u.html 

[4]http://www.h6.dion.ne.jp/~tonoroom/ka

takoto/original_keyboard/original_keyboa

rd.html 

 
６. 謝辞 

サイエンス研究会物理班の活動において

顧問の藤野先生をはじめ、先輩方、後輩か

ら多大なご指導や、ご協力していただきま

した。この場を借りて深く御礼申し上げま

す。 


